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簿記用語の歴史探索
―①簿記・帳合・記簿 ②勘定・勘定科目 ③読み書き算盤―
安 藤 英 義
序：本稿執筆の経緯
本稿は，簿記に関する三つの用語群，すなわち①簿記・帳合・記簿，②勘
定・勘定科目，③読み書き算盤について，それぞれの歴史を探索した研究ノー
トである。
執筆の経緯を述べれば，次のとおりである。筆者（安藤）には，これまで研
究・教育において疑問や興味を感じ，時間があれば調べたいと思った用語が少
なからずある。それらの用語のいくつかについては，すでに（10年以上前に）
探索結果を活字にしている（『産業経理』バックナンバ （ーVol.59, 61, 63, 65,
67）の拙稿「会計余話」）。今回扱う用語群は，その続編といえる。ただし，調
査及び執筆に掛けた時間は大違いで，今回のそれは断然多い。
Ⅰ．「簿記」「帳合」「記簿」
Ⅰ―1．明治初期の簿記書表題に見る 3つの用語
明治 6年（1873）6月福澤諭吉訳『帳

合

之法（初編）』
6年（1873）12月大蔵省刊『銀行簿

記

精法』
8年（1875）3月文部省刊『馬耳蘇氏記

簿

法』
このように，明治初期に「簿記」「帳合」「記簿」の 3語が見られた。このう
ち「簿記」が今日まで続いている。以下では，用語として消えた「帳合」と
「記簿」について，その顚末を探索する。
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Ⅰ―2．「帳合」
Ⅰ―2―1．「帳合」「帳付」の語
「帳合」という語の使用がいつ頃からか，併せて類語の「帳付」について
も，専修大学図書館の辞典類コーナーで目についた文献を調べてみた。
○『日葡辞書』1603―1604年（岩波書店『邦訳日葡辞書索引』1989年，参照）
この辞書に，「帳合」及び「帳付」に当たる語はない。
○三省堂『時代別国語大辞典 室町時代編 三（さ～ち）』1994年
この辞典にも，「帳合」及び「帳付」の語はない。
○講談社『江戸語大辞典』1974年
この辞典に，「帳付」はないが，「帳合」は次のようにある（p.633）。
ちょうあい（ちやうあひ）【帳合】 現金・商品と帳簿面との照合をするこ
と。収支の計算をすること。安永四年・寸南破良意「けふはちつと帳合の仕
かけが」
引用文中の「安永四年」は西暦 1775年である。なお，上の見出し中の（ち
やうあひ）は，辞典では細字 2行書きで，カッコはない。
○東京堂出版『江戸語辞典〔新装普及版〕』2014年
この辞典にも，「帳付」はないが，「帳合」は次のようにある（p.644）。
ちょうあい〔帳合 ちやうあひ〕 商店で金銭や商品の貸借出入などを記入，
勘定し，帳面と現金とを引き合わせて調べること。〈心学早染草〉寛政「あ
る日――につかれてうたゝねしける」
引用文中の「寛政」年間は西暦 1789年～1800年である。
○小学館『日本国語大辞典 第二版 第 9巻』2001年
この辞典には，「帳合」及び「帳付」について次のようにある（pp.21, 84～85）。
ちょう―あい（チャウあひ）【帳合】名①（―する）金銭や商品の勘定と
帳簿面とを照合して，その正否を確かめること。＊浮世草子・傾城色三味線
ママ
（1701）京・四「気根づよふ勤てきた目で，今時帳相仕さして，……」＊咄
本・聞上手（1773）掛乞「いさいかまわず帳合（テウアヒ）してゐれば」＊
黄表紙・心学早染艸（1790）中「理太郎十八の年，ある日ちゃうあひにつか
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れて，うたた寝しける」＊歌舞伎・お染久松色読販（1813）中幕「帳箱に向
ひ太郎七帳合して居る」②（―する）帳簿に記入すること。＊福翁自伝
（1899）……③（―する）計算すること。損益などを勘定すること。＊俳諧・
ママ
類船集（1676）幾「勘定の帳相は一厘も違ひ無くてこそ」＊滑稽本・浮世風
呂（1809―13）四・中「五十年の月日を寝て消すさかい帳合（チャウアヒ）
してみると二十五年にはかならんわい」④「ちょうあいまい（帳合米）」ま
たは「ちょうあいまいそうば（帳合米相場）」の略。……
ちょう―つけ（チャウ―）【帳付】名（「ちょうづけ」とも）①帳簿に記入
すること。帳面に出納などを書きつけること。記帳。また，その係の人。＊
俳諧・西鶴大矢数（1681）…… ＊浮世草子・西鶴織留（1694）…… ＊町触―
元文三年（1738）……②諸官署の帳簿係。公の帳簿に記入する役目。また，
その人。＊建官考（1762）……③江戸時代，検地奉行の支配に属した検地役
人の一つ。一組四人からなり，二人は田畑にでて野帳（やちょう）をつけ，
残り二人は宿舎で清帳（せいちょう）の記入および諸費用の調査にあたっ
た。＊地方竹馬集（1689）……④江戸時代，宿駅の問屋・年寄の下に雇用契
約で働き，毎日の人馬の出入などを記帳したり，公私旅行者の依頼に応じて
宿泊その他の世話など事実上宿駅における一切の事務を処理したりした問屋
場の下役。……＊御当家令集―二○・東海道宿々掟・貞享三年（1686）……⑤
江戸時代，勘当・久離を申し渡したとき，または欠落者があるときに，親，
親類などがその旨を町村役人に届け出て，公簿に記載してもらうこと。……
＊御触書寛保集成―四四・享保九年（1724）……⑥江戸時代，他領他国で敵討
をしようとするものが，主君から敵討を許可した旨を幕府の三奉行に届け出
てもらい，備えつけの帳簿（敵討帳および言上帳）にその旨を記載してもら
うこと。……＊諸御附札留（江戸中―後か）……⑦江戸時代，庶民が遺言状を
奉行所または町村役人宅などに持参し，備えつけの帳簿（遺跡帳などと呼ば
れる）に記載してもらうこと。……＊正宝事録―二七九六・延享三年（1746）
……⑧買った品物を帳面につけておいてもらい，支払を月末，節季（せっ
き）などにすること。
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上（日本国語大辞典）の調査で次の諸点（㋐～㋓）が判明した。㋐「帳合」
及び「帳付」の語は江戸時代に使われていたが，それ以前の使用については不
明である。㋑「帳合」には（今日の簿記でいえば）棚卸及び決算の含みがあ
る。㋒「帳付」には記帳という意味と同時に，記帳係（英語の book-keeper）
の意味がある。㋓これ（㋑と㋒）により，福澤諭吉は（「帳合之法」といい）
「帳付之法」といわなかったのであろう。ちなみに，「簿記」及び英語の book-
keepingという語は，もともと上の「帳付」に当たるはずであるが，意味を拡
充して「帳合」に当たる語に至ったと考えられる。
Ⅰ―2―2．福澤諭吉の弁
大坪文次郎著『簿記活法』（明治 20年）に福澤諭吉の序文があり，その前半
に『帳合之法』翻訳の苦労話を含む次のような興味深い記述がある（慶應義塾
編纂『福澤諭吉全集 第十九巻』岩波書店，1962年，pp.768～769.／原文は旧
漢字。下線は安藤）。
余が西洋の原書「ブックキーピング」を翻訳したるは明治六年，日本開国
以来初めての着手にして，其原書の文意を解するは左まで難きに非れども，
訳法に至ては他の諸科の書に比し全く趣を異にして難渋も亦甚し。随て起
稿，随て改案，数月を経て稍々穏当なるを覚へ，乃ち其表題を命ずるにも，
当時簿記の二字さへ俗耳を驚かさんを恐れ，態と帳合之法と名けて上下二巻
を発兌したり。即ち日本に西洋「ブックキーピング」の権輿にして，其訳法
一たび定りてより，官民の間之に倣ふて同種の原書を訳するもの続々輩出
し，帳合之法の字を改めて簿記となし，簿記の翻訳書其種類甚だ少なから
ず。然りと雖も其書中を閲すれば唯原本の名を異にするのみにして，其飜法
用法共に拙訳帳合之法に外ならず。
Ⅰ―2―3．表題に「帳合」を含む簿記書
調査の方法は後（Ⅰ―2―4）で述べるとして，調査の結果は次のとおりである。
福澤諭吉訳『帳合之法』初編明治 6年，二編明治 7年
藤井清著『略式帳合法附録』明治 11年
甲斐織衛著『（毎家必用）家内用帳合』明治 12年
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高橋鶴太郎編『商家必用帳合法早わかり』明治 19年
秋山行蔵・石川豊太郎著『（商家実用）帳合活法』明治 23年
磯村音介・斎藤軍八郎著『（商法活用）帳合之法』明治 23年
三沢為忠著『（商法実施）日本帳合法』明治 23年
内田今五郎編『実用醸造家帳合活法』明治 33年
山下与之助著『（新式独習）農家帳合法』明治 42年
これらはすべて明治期の出版であり，しかも，散発的ではあるが各年代にわ
たっている。大正期以後，該当する簿記書の出版は見出せない。
Ⅰ―2―4．調査の方法
上の調査は手許にある二つの資料によった。それは，①日本会計研究学会近
代会計制度百周年記念事業委員会編『近代会計百年―その歩みと文献目録』
（昭和 53年）第 2部近代会計文献目録，及び②一橋大学附属図書館『西川孝治
郎文庫目録』1989年，である。調査では，まず資料①の文献目録で書名欄に
当たった。次いで，そこで見出した該当書で，所蔵機関名欄に「西」（西川孝
治次郎個人の略）とあるものについて，資料②で確認又は修正した。この作業
（確認又は修正）の理由は，データの正確性において資料②は資料①にまさる
と思われるからである。
Ⅰ―2―5．西川孝治郎文庫
西川孝治郎氏（1896.09.05～1990.08.28）は，明治期わが国簿記書の収集と研
究に優れた学者として会計学界に名を残した。神戸高等商業学校（現神戸大
学）卒業，三菱商事と三菱石油で経理畑を歩み，経理部長，取締役，監査役ま
で務めた。この間に日本会計研究学会の会員となり，1964年日本大学商学部
教授となる。1971年刊の著書『日本簿記史談』（同文舘）で日経・経済図書文
化賞を受賞した。氏の簿記書コレクションは，1982年に一橋大学附属図書館
に寄贈され，西川孝治郎文庫となった。
『西川孝治郎文庫目録』によれば，同文庫は 358点の文献から成り，そのほ
とんどは明治期の簿記書で，大正期のものは 10点程度である。この文庫の価
値は，わが国における洋式簿記の受容期の邦文献を網羅していることにある。
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これによって，わが国における外国文化受容の一つの歴史を知り，また大正期
に誕生する日本簿記学・会計学の素地を知ることができる。
西川氏のコレクションが一橋大学に入るに際して，私（安藤）も多少関係し
た。当時，一橋大学商学部の会計学部門のトップは森田哲彌教授であったが，
話は西川氏から森田教授への連絡に始まる。同教授の指示で弟子の私（当時，
助教授）は，西川氏のご自宅（東京都大田区南千束）に通って，コレクション
受入れの準備作業を行った。この段階ではコレクションの大学受入れ形態（買
入れか寄贈か）は固まっていなかったが，私が通ううちに，古書好きの私が気
に入ったのか，西川氏は寄贈する意思を固められた。この時の作業で箱詰めし
た文献はいったん森田研究室に保管され，西川氏の利用等で後に残された分が
揃うのを待って，西川コレクションは一橋大学附属図書館へ正式に寄贈され
た。これは私が西川氏宅で作業してから 7年後であり，この時の附属図書館長
は森田教授であった。この辺りのいきさつに関しては次の記録がある。森田哲
彌著「西川孝治郎先生と明治期簿記書コレクション」一橋大学附属図書館報
『鐘』No.10/11（1982年 10月），及び安藤英義著「〈会計余話〉西川孝治郎先
生の簿記書コレクション―昭和 56年夏の思い出」『産業経理』57巻 2号（1997
年 7月）。
Ⅰ―3．「記簿」
Ⅰ―3―1．表題に「記簿」を含む簿記書
先（Ⅰ―2―4）と同じ方法で調査したところ，該当する簿記書は 20点程度あ
ることが分かった。見出した該当書について，書名が同一（又はほとんど同
じ）で同一の訳者，編者又は著者による（出版年月等の異なる）複数の刊本が
ある場合は最初のものに絞って紹介すれば，次のとおりである。いずれも明治
期の出版であり，大正期以降に該当する簿記書は見出せない。
加藤斌訳『商家必用記簿法初編』明治 6年
文部省刊（小林儀秀訳）『馬耳蘇氏記簿法』明治 8年
ママ
石井義正編『複式啓蒙記簿法楷梯』明治 10年
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遠藤宗義編『小学記簿法』明治 11年
吉田健吾訳『商家必用記簿初歩』明治 11年
吉田忠健編『小学記簿法単式』明治 13年
草野萌編述『簿記必携』明治 15年
白木卯之助編『経世亀鑑記簿之友』明治 21年
松尾亮編訳『記簿法解釈』明治 21年
奥田操著『銀行会社記簿證書及例式 1巻』明治 39年
Ⅰ―3―2．「記簿」の語の由来
「記簿」という用語の由来については，西川孝治郎著「馬耳蘇氏記簿法解題」
（復刻叢書簿記ことはじめ四『馬耳蘇氏記簿法』雄松堂書店，昭和 54年，巻
末）に詳しいので，その主要箇所を次に紹介する（解題 pp.2～3）。
明治五年文部省が学制を頒布して，学校教科目中に記簿法を掲げた……。
／学制は文部省が広く欧米先進国の教育制度を取捨して制定したもので，そ
の時参考にした資料に最も重要なものが三つあった。（1）内田正雄訳「和蘭
学制」明治二年開成学校刊，（2）小幡甚三郎訳「西洋学校軌範」明治三年慶
応義塾刊，（3）佐沢太郎訳「仏国学制」明治六年文部省刊である。その中に
蘭語の Boekhoudenが帳面記録法，英語の Book-keepingが簿籍の記方，仏
語の Tenue des Livresが記簿法と訳されている。学制は佐沢の訳文が根幹
になって成立し，彼の訳字「記簿法」はそこに定着して文部省を中心として
広まり，明治十五，六年まで続いた。／記簿の出典は大漢和辞典に中村正直
訳「西国立志編」（明治四年刊）とあり，その原文は「金銭出入ノ数目ヲ記
簿（テチョウ）ニ録スベシ」（同書第八冊一○丁），「…… to keep an ac-
count of his incomings and outgoings in money matters.」（Samuel Smiles.
SELF-HELP, Kaishindo & Co., 1890, p.330）の訳である。
Ⅰ―3―3．明治 5年「学制」に見る教科「記簿法」
文部省刊『学制百年史 資料編』（昭和 47年）によって，明治 5年「学制」
本文における教科「記簿法」の存在と位置を確認する。この「学制」は全 109
章（条―安藤）から成るが，該当する箇所を示せば次のとおりである（下線は
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安藤）。
第二十七章 尋常小学校ヲ分テ上下二等トス此二等ハ男女共必ス卒業スヘキ
モノトス
下等小学教科
一 綴字 読並盤上習字／二 習字 字形ヲ主トス／三 単語 読／四 会話
読／……／九 算術 九々数位加減乗除但洋法ヲ用フ／……／十四 唱歌
当分之ヲ欠ク
上等小学ノ教科ハ下等小学教科ノ上ニ左ノ条件ヲ加フ
一 史学大意／二 幾何学罫画大意／三 博物学大意／四 化学大意
其他ノ形情ニ因テハ学科ヲ拡張スル為メ左ノ四科ヲ斟酌シテ教ルコトアル
ヘシ
一 外国語学ノ一二／二 記簿法／三 画学／四 天球学
下等小学ハ六歳ヨリ九歳マテ上等小学ハ十歳ヨリ十三歳マテ……
第二十九章 中学ハ小学ヲ経タル生徒ニ普通ノ学科ヲ教ル所ナリ分テ上下二
等トス……
下等中学教科
一 国語学／二 数学／三 習字／四 地学／五 史学／六 外国語学／……／
十一 記簿法／十二 博物学／十三 化学／……／十六 奏楽 当分欠ク
上等中学教科
一 国語学／二 数学／三 習字／四 外国語学／五 理学／……／九 記簿法
／十 化学／……／十五 動物地質鉱山学
下等中学ハ十四歳ヨリ十六歳マテ上等中学ハ十七歳ヨリ十九歳マテ……
Ⅰ―3―4．明治 6年 4月「学制追加」に見る教科「記簿法」
文部省は明治 5年「学制」の追加として，明治 6年 3月に「学制二編」（第
110章～第 159章），明治 6年 4月に「学制追加」（第 160章～第 213章）を布
達した。この最後の「学制追加」において，商業学校教科として「記簿法」が
見られる。
第二百章 商業学校教科ヲ分テ予科本科トシ予科修業三年間本科修業二年間
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トス
商業学予科
一 語学／二 算術／三 通商地理／四 博物学 大意／五 物理学 大意／
六 数学 商業必用ノ部 但数学トハ算術代数学幾何学三角法微分積分等
ノ総名ナリ／七 記簿法／八 通商書信／九 反訳／十 体操
但予科年限中修業時間ノ外歴史経済修身国体等国書ニ就テ学フヘシ
商業学本科
一 記簿法／二 計算法／三 商品物品弁識／四 商業学／五 商法
但反訳体操等ヲ附ス
Ⅰ―3―5．明治 17年「商業学校通則」では学科目「簿記」
先に（Ⅰ―3―2で）紹介した西川孝治郎氏の記述（「記簿法は……文部省
を中心として広まり，明治十五，六年まで続いた」）が正しいことを，以下の
証拠によって確認する。
文部省内教育史編纂会編集『明治以降教育制度発達史 第二巻』（昭和 13
年）により，関係する箇所（pp.485～487）を紹介（新漢字で引用）する。
明治十三年の改正教育令に於ては単に「商業学校ハ商売ノ学業ヲ授クル所
トス」と規定して居るのみで其他商業学校の学科程度等に関する何等の規程
もなかったが，明治十七年一月十一日府県に対する文部省達第一号を以て左
の如く商業学校通則が定められた。
商業学校通則／第一章総則
第二条 商業学校ハ之ヲ分テ第一第二ノ二種トス第一種ハ主トシテ躬ラ善ク
商業ヲ営ムヘキ者ヲ養成スル為メ上款ニ遵ヒ之ヲ設置スルモノトス第二種
ハ主トシテ善ク商業ヲ処理スヘキ者ヲ養成スル為メ下款ニ遵ヒ之ヲ設置ス
ルモノトス
上款／第二章学科目
第四条 第一種商業学校ノ学科ハ左ニ掲クル諸目トス／修身 読書 習字
算術 簿記 商業書信 商業地理 商品 商業経済 商業実習／但土地ノ
情況ニ由リ……
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下款／第六章学科目
第十一条 第二種商業学校ノ学科ハ左ニ掲クル諸目トス／修身 和漢文 習
字 算術，代数 簿記 商業書信 商業地理 図画 商品 商業経済 商
業史 商業法規 商業実習 英語／但土地ノ情況ニ由リ……
Ⅰ―3―6．明治 28年度松本尋常高等小学校「算術教科細目」に見る「家計簿
記法」
明治期の小学校教育現場で「記簿法」ないし「簿記法」の授業は実際に行わ
れたのか。これが知りたくて資料を漁った末に，松本市制施行八十周年記念出
版『史料開智学校 第十一巻 授業の実態 1』（平成 3年）にたどり着いた。
建物が現存する開智学校は，明治 5年「学制」に基づき早い時期（明治 7年 5
月）に開設されたことで有名である（第二大学区筑摩県管下第一中学区の第一
番小学校）。この文献に同校開設初期の授業史料があれば，知りたい情報が得
られると心を弾ませて調べたが，結果は期待外れに近い。原因は，史料が散逸
したためか，収録史料が各年代を網羅しておらず，断片的であることにある。
教科別に授業細目を収録しているが，年代として明治 28年度以降のものしか
ない。
そんな中で，当文献で漸く見出したのが，明治 28年度の松本尋常高等小学
校「算術教科細目」（女子之部）である（pp.164～170）。この最後に高等科第
四学年の第三小期（自十月至十二月）と第四小期（自一月至三月）の各月（10
月～2月）授業細目中に「家計簿記法」が連続して見られる。第三小期の一例
（10月）を紹介する。
第三小期（自十月至十二月） 凡十一週間／第一歩 十月 凡四週間／
一，利息算及単比例複比例按分比例練習／二，比例（連鎖比例）／三，家計
簿記法 備考 家計簿記法ハ成ルヘク簡易ニシテ実用ニ適スルモノヽミヲ授
ク但シ一週一時間ヲ以テ之ニ充ツ
ここで「家計簿記法」は教科「算術」の細目の一つであるが，これにより，
当時（記簿法ではなく）簿記法の語が教育現場で使われていたことが確認でき
る。なお当文献に，これ以外の関係記事はないと見られる。
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Ⅱ．「勘定」「勘定科目」
Ⅱ―1．「勘定」
Ⅱ―1―1．福澤諭吉訳『帳合之法』と原書
○福澤諭吉訳『帳合之法 初編（巻之一・二）』明治 6年 6月，『帳合之法 二
編（巻之三・四）』明治 7年 6月，慶應義塾出版局
『帳合之法』の原書について，『帳合之法 巻之一』の冒頭「凡例」に次のよ
うにある。
此帳合法ノ原書ハ千八百七十一年アメリカ商賣學校ノ先生「ブライヤン
ト」並ニ「スタラットン」ノ両人ガ著述セシ學校用「ブックキイピング」ト
云フ書ナリ「ブックキイピング」トハ帳合ノ事ナリ
○この原書は次のとおり判明している。
H.B.Bryant and H.D.Stratton and S.S.Packard，Bryant and Stratton’s Com-
mon School Book-Keeping；embracing Single and Double Entry, New York,
1871.〔復刻版，洋学堂書店，平成 6年。専修大学図書館蔵〕
少し解説する。この原書（1871年）には，先に 1861年刊行版が存在する
（専修大学図書館蔵）。両版を比較したところ，中表紙の一部（下部の出版地等
の記載）が違うだけで，それ以外は，中表紙裏面の記載以下（序文，目次及び
本文を含めて）最後のページ（p.192）まで，不変である（と見られる）。な
お，福澤訳『帳合之法』の雄松堂書店復刻版（復刻叢書簿記ことはじめ一／昭
和 54年）の巻末「解題」（西川孝治郎著）に次のようにある（p.8）。「私の所
蔵資料でみると，Common School Book-keepingの重版は次のとおりである。
初版 1861年，再版 64年，以下 66年，67年，68年と続き，1871年版が帳
合之法の底本，ページ数は 192，初版と同じである。」（原文は縦書きで日本
数字（例えば一八六一））
Ⅱ―1―2．account（原書）と「勘定」又は「勘定書」（福澤訳）
○原書 p.14（PartⅠ Single Entry／Introduction）と福澤訳巻之一 8丁
（取引例の記述の後に）取引先の Thomas Jonesという名の勘定口座（この
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用語―安藤）の例示があり，続けて次の文章がある（斜体 account はママ）。
This form has been found by experience to be both comprehensive and
practical．It is called an account , and, as will be readily seen, is a statement
of dealings with Thomas Jones.
此書方ハ用来リテ簡略ナレドモ詳ニシテ實用ニ叶フモノトス コレヲ勘定
書（下線―安藤）ト名ク即チコノ書付ノ通リニテ山城屋トノ取引ヲ記タルモ
ノナリ
○原書 p.15（PartⅠ Single Entry／Introduction）と福澤訳巻之一 8～11丁
ここには accountの語が 4箇所にあるが，福澤訳ではそのうち 3箇所すべて
「勘定書」としている（残る 1箇所を含む文章は福澤訳出せず）。原書及び福澤
訳におけるこれらの箇所の account及び勘定書は，筆者（安藤）の見るとこ
ろ，勘定口座のことである。
○原書 p.20（PartⅠ Single Entry／Question for Review；SetⅠ Remarks）と福澤
訳巻之一 21丁
A Ledger, in Single Entry, is used to exhibit the relation in which the vari-
ous persons with whom we deal on account stand to our business, and con-
tains, therefore, only personal accounts , or accounts with persons.
略式（単式簿記―安藤）ニ用ル大帳（元帳―安藤）ハ商賣ニ取引スル人々
トノ関係ヲ示スモノナレバ唯他人ヲ相手ニシタル勘定ノミヲ記スナリ
○原書 pp.103～105（PartⅡ Double Entry／The Science of Accounts）における
account（s）と福澤訳巻之三 10～13丁の用語（勘定又は勘定書）
（p.103）The Science of Accounts （10丁）勘定ノ學問
（p.103）Each Ledger Account （10丁）大帳ニアル口々勘定
（pp.104～105）An Account is a statement of facts pertaining to some person,
species of property or cause,…… （13丁）勘定トハ或ハ人或ハ品物或ハ事
柄ニ関スル事ヲ記シテ……
（p.105）Every account has two sides, a debtor and a creditor； （13丁）勘定
書ハ必ズ二股ニ分テ一方ヲ借ト名ケ一方ヲ貸ト名ケ
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（p.105）Accounts may be divided into two classes；one of which is used to
designate the resources and liabilities , and the other, the gains and losses .
（13丁）勘定書ハコレヲ分テ二様ニ為ス可シ其一ハ元手ト払口トヲ示シ其二
ハ利益ト損亡トヲ示スナリ
この最後の箇所（p.105／13丁）は，勘定の分類（資産・負債と利益・損失）
を述べている。したがって，この福澤訳の「勘定書」は誤りで「勘定」が正し
いはず。これまでの勘定書はすべて勘定口座と解されるからである。
Ⅱ―1―3．まとめ
以上に見る限り，原書の account（s）を福澤訳では（文脈によって）勘定又
は勘定書としている。勘定書は勘定口座のことと解される。なお，勘定科目の
語は見出せない。
Ⅱ―2．「勘定科目」
Ⅱ―2―1．石井義正編『複式啓蒙記簿法楷梯』（明治 10年 12月版権免許，千鍾
堂蔵版）〔復刻版，雄松堂書店，昭和 55年〕
本書の 5丁に次のようにある（下線は安藤）。
試算表ハ原簿（元帳―安藤）中各科目ノ収支ヲ一科目毎ニ此表面ニ掲ケ
……故ニ其罫畫ヲ各分シテ四桁トス／第一勘定科目総テ借方ニ属スル科目ヲ
記ス／第二借方ニ属スル金員ヲ記ス／第三勘定科目貸方ニ属スル科目ヲ記ス
／第四貸方ニ属スル金員ヲ記ス
ここには，「科目」と「勘定科目」があり，「勘定」の語はない。本書の他の
箇所にも「勘定」は見出せない。
Ⅱ―2―2．本書の「解題」
本書について，復刻版（雄松堂書店復刻叢書簿記ことはじめ五『複式啓蒙記
簿法楷梯』）巻末の西川孝治郎著「解題」に次のようにある（pp.1,3／下線は
安藤）。
奥付けに明治十年十二月二十六日版権免許とあるが，出版は十一年一月
（内務省出版書目月報）……である。／複式啓蒙記簿法楷梯は，日本人が編集
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した複式簿記書の始めである。／著者（石井義正―安藤）は巻頭に「諸氏ノ
記簿法ヲ折衷シ」と書いているが，アラビヤ数字はまだ使っていない。
Ⅱ―2―3．まとめ
「勘定科目」の語が石井義正編『複式啓蒙記簿法楷梯』（明治 10年刊）にあ
ることは分かった。しかし，この用語の使用始めが本書かどうかまでは分から
ない。本書巻頭に「諸氏ノ記簿法ヲ折衷シ」とあるので，本書に先行する「勘
定科目」使用例の可能性はある。
本書に「科目」はあるが，「勘定」の語はない。仮に，勘定＝科目だとする
と，勘定科目は重複語と化して，勘定科目＝勘定＝科目となる可能性がある。
これは，後（Ⅱ―3―2）で述べる吉田良三の説く所につながっていると取れる。
Ⅱ―3．「勘定科目」か「勘定科目名」か？
簿記用語として，「勘定科目」か，それとも「勘定科目名」か。今日，簿記
学界において「勘定科目」は通説に近い多数説である。他方の「勘定科目名」
は少数説ながら簿記の書籍で時々見かける。
Ⅱ―3―1．「勘定科目」の系譜（多数派）
筆者の学生時代（1960年代），一橋大学では「勘定科目」といい，「勘定科
目名」とは言わなかった。簿記における計算項目ないし計算単位が勘定（ac-
count）であり，勘定の名称が勘定科目（title of account）である（そして勘定
の記入場所が勘定口座である）。それゆえ，勘定科目名といえば，「科目名」が
同意語の反復で，不適当とされた。
勘定と勘定科目という用語について，一橋大学（前身を含む）の歴代簿記学
者を調べて見た。その結果，多数の簿記学者はかかる用語の使用で共通してい
る。その一方で，一部の著名な簿記学者（吉田良三）に用語（の使い分け）の
混乱が見られることも判明した。これらの事実を，学者の時代を追って，以下
に紹介する（引用文の旧漢字は新漢字とし，句読点のない文章にはそれを附
し，下線は筆者）。
下野直太郎著『簿記精理 第一編』（八尾蔵版，明治 28年）には次のようにあ
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る（p.33）。当時，著者は高等商業学校教授である。
仕訳面処々に散在せる計算要素をば各其種類と貸借とに応じ選り分くるを
要す。この手続を称して勘定口座を設け之に転記すと云ふ。即ち各同一原素
の貸借を仕訳面より拾上げ一処に取纏め以て一原素毎に其の貸借の有様を示
すなり。之を該原素の勘定と云ふ。／（転記の例示に先立って細字で―安藤）
各勘定の下，金額と相対して記せるものは之れ主たる勘定と借貸相反対に立
てる勘定科目なり。依つて以て主たる勘定の借貸の由来を知るに足る……。
同じく下野直太郎著『簿記教科書』（三省堂，昭和 2年）には，より明確
に，次のようにある（p.87）。当時，著者は東京商科大学教授である。
勘定とは各計算要素の貸借（出入異動）を示したるものにして之を其要素
の勘定と云ふ。……勘定とは種々の原因事由によりて収支せる金の勘定な
り。……故に勘定科目には本来凡て「金」の字を付すべきものにして現金，
貸借金，手形金，資本金，損益金，積立金勘定は勿論物品も亦物品金勘定と
解すべきなり。
太田哲三著『改訂商業簿記』（経済図書出版，昭和 12年）には次のようにある
（p.28）。著者は当時，東京商科大学教授である。
勘定（Account，Konto）は……計算上の区分であり，簿記計算の単位を
なすものである。……勘定なる言葉は現金，商品等計算を区分する名称を指
すこともあるが，これは勘定科目と呼ぶ方が正確である。
片野一郎著『簿記精説』（同文舘，昭和 37年改訂版）には次のようにある
（p.27）。当時，著者は一橋大学教授である。
簿記上の計算単位を＜勘定＞（Account）という。／勘定の名称は，それ
によってあらわされる内容が明瞭にわかるものを選ぶべきであり，また，一
度定めた名称は軽々しく変更してはならない。勘定科目とはかかる勘定の名
称である。
中村忠著『現代簿記』（白桃書房，昭和 60年）には次のようにある（p.15）。
当時，著者は一橋大学教授である。
簿記では，……資産，負債，資本，収益，費用のそれぞれについて，細か
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く分けて記録・計算する。この記録・計算の単位を勘定（account；a/c）と
いう。そして勘定につけられた名称を勘定科目という。
Ⅱ―3―2．「勘定科目名」に至る系譜（少数派）
吉田良三著『改訂増補近世簿記精義』（同文館，大正 14年）は，次のようにい
う（pp.47～48, 108）。当時，著者は東京商科大学予科教授である。
勘定とは同種類又は同性質の物又は債権債務又は事実に附する名称にし
て，即ち現金勘定・商品勘定・建物勘定・土地勘定の如く物に付設けらるゝ
ものあり。
勘定科目（Titles of Accounts）とは複式簿記上の計算単位をなすものにし
て，人たると物たると将た事実たるとを問はず企業財政の特定計算事項を主
体とし，之に係る借方及貸方を集合して秩序正しく現はすものなり。
ここでは勘定科目を計算単位とするが，その前兆は改訂増補前の吉田著『最
新式近世簿記精義』（同文館，大正 3年）の次の記述に見られる（p.50）。著者
はこの時，早稲田大学教授である。
勘定科目（Names of Accounts）とは，複記式にて取引を仕訳記入するに
当り，其の借主貸主たる計算要素に附する名称にして，或は略して勘定とも
亦科目とも云ひ，其の字義は計算項目と云ふにあり。
これを読むと，吉田著では勘定と勘定科目の用語の使い分けが曖昧で，混乱
しているようである。そこで興味が湧いて，さらに調べてみると，かかる用語
の曖昧な系譜が吉田良三を挟んで存在することが分かった。次の有名な二人の
簿記学者はこの系譜に載る。
東奭五郎著『新案詳解商業簿記』（大蔵書店，明治 36年）には次のようにある
（p.127）。著者はこの時，神戸高等商業学校教授であるが，直前まで東京高等
商業学校教授であった。同氏名は「ひがし せきごろう」と読む。
勘定科目とは財産若くは借財の各種類若くは正味高の称にして，……彼の
惣論に於て示したる各表式の上部に載せられたる名称はこれ即ち勘定科目に
して，要するにその増減の記録さるべき主物に他ならざるなり，而して此用
語は時により之を省約して単に勘定，若くは科目，とも称することあり。
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沼田嘉穂著『簿記教科書』（同文館，昭和 31年）には次のようにある（p.27）。
著者は横浜国立大学教授である。
第 4章勘定科目と元帳／§18．勘定科目／複式簿記では企業のことごとく
の財産・資本および損失・利益について，その増減高または発生高の記入を
行わなければならないが，それらの記入を一括して行うことはできないか
ら，種類別に計算単位を定めて記入・計算を行う必要がある。この計算単位
のことを勘定科目（Account；a/c）と称し，ときに勘定とも科目ともいう。
勘定にはその内容を示す名称を付ける。これを勘定科目名（Title of Ac-
count）という。
なお，本書の後の版で，上の引用文の最後から第 2文は，「勘定科目にはそ
の内容を示す名称を付ける。」となって完成する。
Ⅱ―3―3．二つの学派の背景
上（Ⅱ―3―1とⅡ―3―2）に紹介した簿記学者は，すべて一橋大学（前身を含
む）関係の学者である（沼田嘉穂は東京商科大学で増地庸治郎（経営学）の門
下）。それなのに，これらの簿記学者が，勘定科目の語に関して 2系統（多数
派と少数派）に分かれたことになる。そこには学問上の系統（学派）の違いが
あると思われる。「勘定科目」の多数派は，下野直太郎の影響が強い学派であ
る。「勘定科目名」に至る少数派は，下野の影響が少ない学派であるといえ
る。
少数派の元祖とみられる東奭五郎は明治 20年高等商業学校（現一橋大学）
卒業であり，下野直太郎の高等商業学校在職は明治 25年からである。した
がって，東は高商の学生時代に下野の教育を受けていない。同派で続く吉田良
三は，明治 34年高等商業学校卒業，同 36年高商専攻部卒業，同 39年早稲田
大学教授となり，大正 7年東京商科大学附属商学専門部教授兼大学予科教授・
同大学本科講師となる。したがって，吉田は高商で下野の教育を受けた（はず
である）が，早稲田大学教授時代に『近世簿記精義』（初版）を出している。
同派の完成者といえる「勘定科目名」の沼田嘉穂は，昭和 5年東京商科大学本
科卒業であるが，（上に触れたように）経営学の増地庸治郎門下である。
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Ⅱ―4．英米簿記書に見る accountの用語
「勘定」は英語の accountの和訳であるが，この語は既述（Ⅱ―1―1）のとお
り福澤訳『帳合之法』以来である。英米の簿記書において，accountは必須用
語であるが，勘定科目に当たる英語（邦文献の多くでは title of account）はあ
まり見かけず，勘定口座に当たる英語は見たことがない。以下は，勘定科目に
当たる英語を筆者（安藤）所蔵の英米簿記書で調べた結果である。
Ⅱ―4―1．account name
○ J.F.Shim & J.G.Siegel（ed.）, Dictionary of Accounting Terms, 5th ed., New
York, 2010.（ポケットサイズで全 523頁の辞典であるが，用語の解説は丁寧で
ある。）
この辞典の次の箇所に勘定科目に当る英語（account name）が出てくる
（p.81／下線は安藤）。
CHART OF ACCOUNTS a list of ledger account names and numbers
arranged in the order in which they customarily appear in the financial
statement. ……〔安藤訳〕勘定一覧表 財務諸表の通例の表示順序に配列し
た元帳勘定の名称（科目）と番号のリスト。
○ D.Minars, Accounting, 2nd ed., New York, 2003.
本書の，仕訳帳記入の解説中には account namesとある（p.21）。他方，試
算表（Trial Balance）の設例中には Account Titlesとある（p.24）。
Ⅱ―4―2．name of account
○ R.Lewis & I.Gillespie, Foundation in accounting, 2nd ed., London, 1986.
本書の，仕訳帳（journal）の概念図の解説中，日本でいう摘要欄に該当する
欄の記入について次のように述べる（p.37）。
The names of the accounts to be debited and credited. It is the custom to
put the account to be debited first and to indent the name of the account to
be credited. 〔安藤訳〕借方記入及び貸方記入される諸勘定科目。最初に借
方記入の勘定科目を書き，次の行に字下がりで貸方記入の勘定科目を書くの
が慣例である。
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○ M.Herbert, Accounting, London, 1988.
本書の，勘定（accounts）の解説中に name of the accountとある（p.57）。
○ B.Jones, Book-keeping principles made easy, London, 1987.
本書の，元帳（ledger）の解説中に Name of Accountとある（p.11）。
○ M.J.Maloney, Book-keeping ; A guide for beginners, Vol.1, Leckhampton,
1986.
本書の，元帳（ledger）の解説中に Name of the Accountとある（p.41）。
Ⅱ―4―3．account title
○ G.L.Johnson & J.A.gentry, Finney and Miller’s Principles of Accounting, In-
troductory, 5th ed., New Jersey, 1970.
本書の，勘定（勘定口座―安藤）の形式（account form）を説明する箇所
（p.77）で，伝統的な形式（標準式―安藤）の書式の冒頭に斜体で Account Ti-
tle とある。転記を説明する箇所等（pp.85,87）でも，勘定の形式（残高式の勘
定口座―安藤）の冒頭に Account Titleとある。
○ P.J.Eisen, Accounting, 4th ed., New York, 2000.
本書の，元帳勘定の標準形式（The standard form of the ledger account）を
説明する箇所（p.48）に，次のように account titleの語がある。
The three major parts of the account form are（1）the account title,（2）
the debit side, and（3）the credit side. 〔安藤訳〕この勘定形式の 3つの主
要部は，（1）勘定科目，（2）借方欄，及び（3）貸方欄である。
Ⅱ―4―4．title of account
○ F.Wood, Book-keeping and Accouts, 2nd ed., UK, 1986.
本書の，複式簿記システムを解説する第 2章の最初の頁（p.13）で勘定（ac-
count）の話があり，その中に次のように title of accountの語がある。
The title of each account is written across the top of the account at the
center. 〔安藤訳〕各勘定のタイトル（科目，名称）が，当該勘定（勘定口
座―安藤）の冒頭中央に記載される。
この文章の後に，借方（debit）・貸方（credit）の話があり，さらに続け
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て，次のような勘定帳簿（accounts book）の概念図がある（下線は安藤）。
Title of account written here
Left-hand side of the page. Right-hand side of the page.
This is the ‘debit’ side. This is the ‘credit’ side.
Ⅱ―4―5．調査から得た結論
日本における簿記用語の「勘定科目」に当たる英米簿記用語は，上に見たと
おり大きく name系と title系の 2通りあり，さらに分ければ 4通り（account
―と― of account）になる。
簿記書の中には，前後して nameと titleの語を使うものがある。
他方で，これらのどの用語も使っていない簿記書も見かける。
以上から，日本の「勘定科目」に相当する英米の用語（上の 4通り）は，例
えば「山の名前」のような日常的な用語であり，学術用語ないし専門語ではな
い（と判断する）。その証拠に，英米の簿記書の索引にこれらの用語はほとん
ど見かけない。ちなみに，「勘定口座」は言うに及ばずで，これにぴったりの
英語はない。
Ⅱ―5．国語辞典における「勘定科目」，「科目」，「科」・「目」の意味
調べた国語辞典は，筆者が常用してきた岩波書店『広辞苑（第二版）』（昭和
44年）と小学館『国語大辞典』（昭和 56年）である。『広辞苑』は第七版
（2018年）まで出ているが，敢えて第二版（昭和 44年）で調べた。上（Ⅱ―1
～Ⅱ―3）で調べた邦文献の年代との関係で，その方が良いと考えられる。
Ⅱ―5―1．「勘定科目」の意味
○岩波書店『広辞苑（第二版）』昭和 44年, p.493.
【勘定科目】簿記の計算整理の便宜上，諸種の勘定を類別した科目。即ち元
帳の口座の科目で，会計における計算単位となる各勘定の名称。
○小学館『国語大辞典』昭和 56年, p.584.
【勘定科目】簿記の計算や整理の便宜上，諸種の勘定を種類別にした科目。
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以上は，念のためにという思いと，興味半分で調べてみた。『広辞苑』は学
界の通説を書いているといえる。『国語大辞典』は「科目」の意味次第となる
が，次（Ⅱ―5―2）の調査結果からは，少数説（勘定科目名）に有利となろう。
Ⅱ―5―2．「科目」の意味
○岩波書店『広辞苑（第二版）』p.458.
【科目】①或る事柄をいくつかに区分した各区分。「勘定―」②大学の教育課
程または高校の教科を構成する単位。「選択―」③中国で，試験によって官
吏に採用した類別。→科挙
○小学館『国語大辞典』p.543.
【科目】①ある事柄を，いくつかの項目や種目に区分したもの。項目。②学
問の種目。多くは，大学や高校などの教科を構成している単位をいう。③古
くは，中国の官吏登用試験である科挙（かきょ）の種目。また，科挙のこと。
上の両辞典における「科目」の意味は同じといえる。『広辞苑』（1955年初
版）の方が古いので，『国語大辞典』はその影響を受けたと見られる。それは
ともかく，この「科目」の意味において，名前，名称の含みはないか，あって
も薄いといえよう。しかしこれでは，「勘定科目」の通説的意味（勘定の名称）
に不利である（勘定科目名とする少数説には有利）。そこで以下，さらに調べ
を進める。
Ⅱ―5―3．「科」と「目」の意味
○岩波書店『広辞苑（第二版）』pp.343, 2185.
か【科】①一定の標準を立てて区分した一つ一つ。「文―」「専攻―」「内―」
②おきて。とが。罪咎。③くぼんだ所。あな。うつろ。④〔生〕（family）
生物分類上の一階級。目（もく）の下，属の上。例えば……⑤中国の演劇
語。舞台上における俳優の動作。しぐさ。
もく【目】①分類した小わけ。かど。条項。「項―」②標題。みだし。「書
―」③⇒さかん（主典）。④生物分類上の一階級。綱の下，科の上。例えば
……⑤たくらみ。もくろみ。……⑥囲碁で，盤面の目（め）の数，または碁
石の数を数えるにいう語。……
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○小学館『国語大辞典』pp.416, 2336．
か【科】①区分。等級。種類。／科目，……，科学／②生物分類上の一段
階。目の下位。／稲科，……，バラ科／③罪。あやまち。とが。／罪科，
……，科料／④俳優のしぐさ。／科白／……
もく【目】①め。めだま。めつき。見る。／耳目，……，目標／②かなめ。
要点／要目／③見出し。名前。／名目／目次，目録／書目，題目，品目／④
分類の小分け。条項。／科目，綱目，条目，款項目／細目，長鼻目／⑤かし
ら。／頭目／⑥音字。／目連／……
以上，「勘定科目」の通説的意味（勘定の名称）の国語的根拠を探っている
今，『国語大辞典』の「科」①と「目」③に着目する。これによって，「勘定科
目」は「勘定」の「区分」の「名前」となり，「勘定科目」の通説にたどりつ
ける。
Ⅱ―6．まとめ：新たな知見
Ⅱ―6―1．日本の簿記学による「勘定科目」の術語化（Ⅱ―4―5．参照）
英米における勘定科目を意味する用語（account name等）は，例えば「山
の名前」のような日常的な用語であり，学術用語ないし専門語ではない（と判
断する）。
ちなみに，「勘定口座」は言うに及ばずで，これに当たる英語は（ドイツ語
も）ないようである。
Ⅱ―6―2．「勘定科目」と「勘定科目名」に関する結論
この両者（勘定科目と勘定科目名）はいずれも，国語として根拠がある。そ
の意味で，用語として両者とも可能である。すなわち，国語として一方が正し
く，他方が正しくないとはいえない。
「勘定科目」が通説になったのは，①最初及び初期の使用例（勘定科目）と，
②使用した学者（下野直太郎）の影響力によるものである，と解される。
Ⅲ．「読み書き算盤」
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Ⅲ―1．読み書き算盤
そろばん
読み書き算盤は，日常生活に必須の能力であり，教育の基本である。これら
の教育は，江戸時代には寺子屋で行われ，明治に入ると学校教育の基として宣
言される。すなわち，明治 5年 8月文部省布達「学制」の序文（太政官布告
文）で，学校教育の初段階に「日用常行言語書算」の学習ありとする。この訓
読みは，「学制」の原本（国立公文書館所蔵）に「ヒゝノミノオコナイコトハ
ツカイテナライソロバン」とあり，今の文部科学省が公表している文書では，
「ひびのみのおこないことばづかいてならいそろばん」とある。この「言語書
算」（ことばづかいてならいそろばん）は，明らかに「読み書き算盤」のこと
である。
「読み書き算盤」という言い方は何時頃からか。小学館『日本国語大辞典
第二版 第 13巻』（2002年，p.685）で「よみかき―そろばん」を調べたとこ
ろ，樋口一葉「ゆく雲」（1895年）の用例（「よみ書（カ）き十露盤（ソロバ
ン）それは小学校にて学びし丈のことは出来て」）があるだけである。これが
最初の用例とすれば，「読み書きそろばん」という表現は明治の後半以降から
ということになる。
ちなみに，同辞典同項目の直前に「よみかき【読書】」の項があり，その付
随項に「よみかき算用（さんよう）は世渡（よわた）りの三芸（さんげい）」
があって，1797年（諺苑）の用例を挙げている。江戸期には，（「よみかきそ
ろばん」ではなく）「よみかき算用」という表現が普通だったのかもしれな
い。
Ⅲ―2．算盤は帳合の一部
江戸期の帳合（和式簿記）における計算は，そろばん（算盤）によって行わ
れた。したがって，算盤は帳合の一部（不可欠の要素）である。このことを学
界で明らかにしたのは，西川孝治郎氏に違いない。西川孝治郎著『日本簿記史
談』（同文舘，昭和 46年）で「わが国帳合法の特異性」（pp.19～23）を論じて
いるが，その中で注目する箇所（pp.20～21）を次に紹介する。
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ここに掲げたのは，昔の商家の店先における帳合の図である（安藤注：
「店先帳合ノ圖」が転載されているが出典は不明。番頭らしき一人が机上の
帳簿を前に記録を読上げ，その横で一人が帳簿の記録を確認し，机の前で二
人が算盤を入れている図）。こんな状態は長く続いて，チョンマゲこそな
かったが，大阪などでは明治の後半頃でもまだよくみかけたものである。こ
の図でわかるように，わが国の帳合は，帳簿に記録することと，記録した数
字をソロバンで計算すること，すなわち記録と計算とに二分されている。記
録は書くことであり，計算はそろばんであるから，帳合は「読み，書き，そ
ろばん」という言葉の中に含まってしまうのである。西洋簿記はこれとは全
く違う。複式簿記は合理的記録計算法であるといわれる如く記帳することは
同時に計算することであり，記録と計算とは一体である。……／……これと
同じような関係は，西洋の数学書と和算本との間にも見られる。西洋の数学
書には，問題と運算と答とが書いてあるが，和算書には問題と答とを示して
運算は書いてない。和算では運算は算盤か，算木で行うので，絵で表わす以
外にそれを書き表わすことができないのである。
これに続けて，西川氏は「わが国の帳合において，帳簿記録が単に記録にと
どまって，直接計算に使用されなかったのには，いろいろの理由がある」
（p.21）として，四つの理由を挙げる（pp.21～22）。第一は「ソロバンという
便利な計算要具があって，他の計算方法を必要としなかったこと」，第二は
「徳川時代の貨幣制度」が複雑（な通貨の種類及び単位）で，「ソロバンなしで
は，どうにもならない」こと，第三は「数字」が不統一（一・二・三のほかに
壱・弐・参あり）で，略字・続け字があり，「慣れなければ判読も困難」であ
ること，第四は「記数法」で，「金額は十・百・千等の定位文字を用いて表さ
れ，零という文字はあったが使われなかった。」
このように西川説は帳合に算盤が使われた理由を四つ挙げるが，私見（安
藤）によれば，このうち最大の理由は上の第四（記数法）である。すなわち，
漢数字による記録は算盤（読み上げ算が基本）で計算するしかない。（漢数字
と同じく位取り記数法でない）ローマ数字を使った古代ローマ及び中世ヨー
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ロッパにおける計算も，アバクス（abacus）と称する計算盤又は計算卓によっ
た（K.メニンガー著，内林政夫訳『図説 数の文化史―世界の数字と計算法―』
八坂書房，2001年，pp.152～162参照）。ちなみに，英語のカウンタ （ーcounter）
はこの計算卓からきている。
Ⅲ―3．簿記は読み書き算盤
簿記は読み書き算盤を包含しているので，簿記の教育は同時に読み書き算盤
の教育にもなる。このような認識は，筆者（安藤）だけでなく，明治初期の文
献にも見られる。それは，「学制」布達後に文部省が小・中学校教科書として
刊行した『馬耳蘇氏記簿法』（明治 8年 3月）の序文（原序）における次の記
述である。
記簿法ヲ學ベハ算術習字及字學ヲ實際上ニ施シ數字并ニ文章ノ體裁ニ熟シ
且試算正算等ニ於テ種々力ヲ用ヰルガ故ニ事ヲ正シクスルニハ必此ニ注意セ
ザル可カラザルコトヲモ了知スベシ
この『馬耳蘇氏記簿法』について触れておきたい。本書は洋書の訳本（小林
儀秀訳）であり，上の引用文を含む序文（原序）の末尾に「シー，シー，マル
シュ誌」とある。しかし，この原著者の国籍，綴り，書名について本書には何
の記載もない。これらは，会計史家の西川孝治郎氏の調査で，次のように判明
した（復刻叢書簿記ことはじめ四「馬耳蘇氏記簿法」解題，雄松堂書店，昭和
54年）。米国人 Christopher Columbus Marsh著Marsh’s Course of Practice in
Single-Entry Book-Keeping. Science of Double-Entry Book-Keeping, New York,
1871. 原書は 2点であり，前者（単式簿記）の訳本が上記の明治 8年刊『馬耳
蘇氏記簿法』，後者（複式簿記）の訳本は明治 9年 9月刊『馬耳蘇氏複式記簿
法上中下』である。西川氏は「記簿法」という用語についても考証し，「仏語
の Tenue des Livresが記簿法と訳されている」と述べている（同解題）。
Ⅲ―4．簿記の不易性と普遍性
不易とは「いつまでも変わらないこと」（小学館『国語大辞典』），換言すれ
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ば時代を超えて変わらないことである。普遍とは「ひろくゆきわたること」
（同辞典），換言すれば地域ないし国を越えて変わらないことである。
簿記（複式簿記）は不易性と普遍性を有している。とくに複式簿記の基本構
造は，各国共通にして，パチオリ簿記書（1494年）以来変わっていない。こ
れらは斯界の共通認識であるといえよう。
話を広げて，不易性・普遍性の対概念は時代性・国家性である。これらの概
念で教育科目を分類することができる。小・中学校の場合，たとえば算数・数
学は不易性・普遍性の科目，国語・社会は時代性・国家性の科目であり，他方
で理科は（分野によって）時代性・普遍性の科目といえようか。
高等学校の場合，簿記は上で述べたように不易性・普遍性の科目であるが，
会計（財務会計）は時代性・国家性の科目である。会計の国家性について若干
説明すれば，日本において会計基準のレベルでは国際化が進んでいるといえる
が，会計の法制度（会社法会計，金融商品取引法会計，税法会計）は国家性そ
のものである。
教育における不易の大切さがいわれることがある。文部省（当時）・中央教
育審議会の答申「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」（平成 9
年 6月）において，一人一人の能力・適性に応じた教育の在り方（第 1章）の
基本的な考え方の柱の一つに，「教育における不易を大切にする」という
項目がある。その中で，「教育においては，時代の変化とともに変えていく必
要があるもの（流行）とともに，時代を超えて価値あるもの（不易）があ
るということを忘れてはならない」と述べている。
Ⅲ―5．まとめ：簿記は抜群の教育科目
簿記は，教育の基本である「読み書き算盤」を包含することに加えて，不易
性と普遍性すなわち時代的・国際的不変性を有することから，抜群の教育科目
である。簿記（記簿）を小・中学教育の一教科とした明治初期の文部省は，こ
れが分かっていたに違いない。
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